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(57)【要約】
　複数の電子音楽デバイスによって生成される入力信号
を組合せるための装置は、複数のオーディオバスと複数
のセグメントとを備える。各セグメントは、少なくとも
１つの電気音楽デバイスから少なくとも１つの入力信号
を受信し、その少なくとも１つの入力信号を複数のオー
ディオバスのうちの１つに届けるように構成された入力
回路と、オーディオバスの中の対応する１つのオーディ
オバスと各々関連付けられており、複数のセグメントの
中の別のセグメントによって受信され、複数のオーディ
オバスの中の他のオーディオバスで配送される入力信号
から独立してオーディオバスの中の対応する１つのオー
ディオバスで配送される入力信号の少なくとも１つの特
性を変えるように各々構成された複数の可変調整デバイ
スと、複数のオーディオバスの各々で配送される入力信
号を組合せて出力信号にするように構成されたミキサー
とを備える。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のオーディオバスと、
　複数のセグメントであって、各セグメントが、
　　　少なくとも１つの電気音楽デバイスから少なくとも１つの入力信号を受信し、当該
少なくとも１つの入力信号を前記複数のオーディオバスの１つに届けるように構成された
入力回路と、
　　　前記複数のオーディオバス中の対応する１つのオーディオバスと各々関連付けられ
ており、前記複数のセグメントの中の別のセグメントによって受信され、前記複数のオー
ディオバスの中の他のオーディオバスで配送される入力信号から独立して前記オーディオ
バス中の前記対応する１つのオーディオバスで配送される入力信号の少なくとも１つの特
性を変えるように各々構成された複数の可変調整デバイスと、
　　　前記複数のオーディオバスの各々で配送される前記入力信号を組合せて出力信号に
するように構成されたミキサーとを含む、前記複数のセグメントと
を備える装置。
【請求項２】
　前記入力信号の前記少なくとも１つの特性は当該入力信号のゲインを含む請求項１に記
載の装置。
【請求項３】
　前記入力回路は、前記複数のオーディオバスの１つに前記少なくとも１つの入力信号を
届ける前に前記少なくとも１つの入力信号の少なくとも１つの特性を調整する回路を含む
請求項１に記載の装置。
【請求項４】
　前記入力回路は、前記少なくとも１つの入力信号のゲインを調整する回路を含む請求項
３に記載の装置。
【請求項５】
　前記入力回路は、前記第１のオーディオバスの第１のチャネルと第２のチャネルの各々
に届けられる前記少なくとも１つの第１の入力信号の比率を調整する回路を備える、請求
項１に記載の装置。
【請求項６】
　前記出力信号のボリュームを調整し、前記出力信号を出力デバイスに届けるように構成
された出力回路をさらに備える請求項１に記載の装置。
【請求項７】
　前記出力デバイスはヘッドフォンである請求項６に記載の装置。
【請求項８】
　前記出力デバイスはデジタルレコーダである請求項６に記載の装置。
【請求項９】
　前記出力回路はアンプを含む請求項６に記載の装置。
【請求項１０】
　前記セグメントの少なくとも１つが遠隔操作可能である請求項１に記載の装置。
【請求項１１】
　ファントム電源スイッチをさらに含む、請求項１に記載の装置。
【請求項１２】
　前記複数のオーディオバスおよび前記複数のセグメントはハウジング内に格納されてい
る請求項１に記載の装置。
【請求項１３】
　前記ハウジングは持ち運び可能である請求項１２に記載の装置。
【請求項１４】
　前記ハウジング内で前記複数のセグメントは放射状に配置される請求項１２に記載の装
置。



(3) JP 2011-523810 A 2011.8.18

10

20

30

40

50

【請求項１５】
　ドッキングステーションをさらに備える請求項１に記載の装置。
【請求項１６】
　複数の電子音楽デバイスによって生成される入力信号を組合せるための方法であって、
　複数の入力信号をそれらの対応付けられた複数のセグメントで受信し、
　各入力信号をオーディオバスに送り、
　各セグメントにおいて、
　　各入力信号の少なくとも１つの特性を、他の各入力信号から独立してかつ他の各セグ
メントから独立して、調整し、
　　前記複数の入力信号を出力信号に組合せること
を備える方法。
【請求項１７】
　各入力信号の前記少なくとも１つの特性は当該入力信号のゲインを含む請求項１６に記
載の方法。
【請求項１８】
　オーディオバスに各入力信号を送る前に各入力信号のゲインを調整することをさらに備
える請求項１６に記載の方法。
【請求項１９】
　オーディオバスに各入力信号を送ることは、前記オーディオバスの第１のチャネルと第
２のチャネルとの各々に送信される前記入力信号の比率を調整することを含む請求項１６
に記載の方法。
【請求項２０】
　前記出力信号のボリュームを調整し、当該出力信号を出力デバイスに届けることをさら
に備える請求項１６に記載の方法。
【請求項２１】
　前記出力デバイスはヘッドフォンである請求項２０に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　（関連出願の相互参照）
　本出願は、２００８年５月１５日に出願された米国仮出願第６１／０５３，３９１号の
便益を主張するものであり、その出願の内容全体が参照により本明細書に援用される。
【０００２】
　本発明は、楽器（電子楽器やエレクトロアコースティック楽器など）および同様のデバ
イスからの入力を組合せるシステムに関する。
【背景技術】
【０００３】
　エレキギター、ピックアップ付きアコースティックギター、エレキベース、マイクロフ
ォンなどの電子楽器やエレクトロアコースティック楽器は、それらの音を増幅および／ま
たは修正するのに、アンプなどの電子機器に依存している。バンドリハーサルなど、複数
の演奏者をセッティングする場合、各演奏者がアンプを持っている場合があり、バンド全
体中には、バンド全体の出力を制御および監視するためのミキサーが複数ある場合がある
。例えば、ＲｏｌｌｓＭＸ４１ミキサーやＭａｃｋｉｅ１２０２などの製品は、複数の入
力チャネルを受け取ることができ、各入力を操作可能であり、１つのオーディオミックス
を生成する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　多くの場合、バンドリハーサルは「消音で（silently）」行われるのが望ましい。すな
わち、ヘッドフォンにバンドの音を供給することによって楽器が最小限の音響を出すよう
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にするのが望ましい。ヘッドフォンアンプは消音リハーサルを可能にするものであり、つ
まり複数の入力を受信し、それらの入力を組合せて１つの出力信号にし、その出力信号を
各演奏者が装着するヘッドフォンに供給する。しかし、ヘッドフォンアンプは、各演奏者
が自らのヘッドフォンに供給される特定の入力ミックスを構成する構成部分を個別に制御
できない。むしろ、別の機器（「ミキサー」）によって共通のミックスが生成され、その
ミックスが各演奏者のヘッドフォンまたは他のリスニングデバイスに送られる。そのため
演奏者は、例えばＳａｍｓｏｎ社やＰｒｅＳｏｎｕｓ社製のヘッドフォンアンプをいくつ
か使用して、自身のヘッドフォン内で自身の入力チャネルの音量を上げる（「私を強調」
コンセプト）くらいのことしかできない。しかし、ヘッドフォンアンプを使用しても、依
然としてヘッドフォンアンプの前段で共通のミックスが作り出され、ミックス全体の変更
がすべての聴き手に影響するようになる。そのため、ヘッドフォンアンプとミキサーとを
一緒に使用しても、他の入力チャネルに対する個々の修正はできない。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の一般的な一態様では、装置が複数のオーディオバスと複数のセグメントとを備
える。各セグメントは、少なくとも１つの電気音楽デバイスから少なくとも１つの入力信
号を受信し、その少なくとも１つの入力信号を複数のオーディオバスのうちの１つに届け
るように構成された入力回路と、複数のオーディオバスの中の対応する１つのオーディオ
バスと各々関連付けられており、複数のセグメントの中の別のセグメントによって受信さ
れ、複数のオーディオバスの中の他のオーディオバスで配送される入力信号から独立して
オーディオバスの中の対応する１つのオーディオバスで配送される入力信号の少なくとも
１つの特性を変えるように各々構成された複数の可変調整デバイスと、複数のオーディオ
バスの各々で配送される入力信号を組合せて出力信号にするように構成されたミキサーと
を備える。
【０００６】
　実施形態は以下のうちの１つ以上を備え得る。入力信号の少なくとも１つの特性は、そ
の入力信号のゲインを備える。入力回路は、複数のオーディオバスの１つにその少なくと
も１つの入力信号を届ける前に、その少なくとも１つの入力信号の少なくとも１つの特性
（例えばゲイン）を調整する回路を備える。入力回路は、第１のオーディオバスの第１の
チャネルと第２のチャネルの各々に届けられる少なくとも１つの第１の入力信号の比率を
調整する回路を備える。この装置は、その出力信号のボリュームを調整し、その出力信号
をヘッドフォンやデジタルレコーダなどの出力デバイスに届けるように構成された出力回
路を備える。この装置は、ファントム電源スイッチを備える。複数のオーディオバスおよ
び複数のセグメントはハウジング内に格納されており、例えば、複数のチャネルがそのハ
ウジング内で放射状に配置されている。ハウジングは持ち運び可能であり、セグメントの
少なくとも１つは遠隔操作が可能である。この装置は、ドッキングステーションを備える
。
【０００７】
　別の態様において、本発明は、複数の電子音楽デバイスによって生成される入力信号を
組合せるための方法に関する。この方法は、対応する複数のセグメントに複数の入力信号
を受信することと、オーディオバスに各入力信号を送ることと、セグメントごとに、互い
の入力信号および他の各チャネルから独立して各入力信号の少なくとも１つの特性を調整
し、その複数の入力信号を組合せて出力信号にすることとを備える。
実施形態は、以下のうちの１つ以上を備え得る。入力信号の少なくとも１つの特性は、そ
の入力信号のゲインを備える。方法は、オーディオバスに各入力信号を送る前に各入力信
号のゲインを調整することを備える。オーディオバスに各入力信号を送ることは、オーデ
ィオバスの第１のチャネルと第２のチャネルとの各々に送信される入力信号の比率を調整
することを備える。方法は、出力信号のボリュームを調整することと、出力信号をヘッド
フォンなどの出力デバイスに届けることとを備える。
【０００８】
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　複数のオーディオバスと複数のセグメントとを備える装置は、大音量でのリハーサルに
よる騒音によって近隣住民に迷惑がかかることなどを理由に、最小限の音響だけを出して
「消音で」合同リハーサルを行う必要がある演奏者のグループにとって役立つ。この装置
により、各演奏者は、他の各演奏者が聞くチャネルの組み合わせから独立して、自分が聞
くチャネルの組み合わせを制御することができる。各演奏者は自身の音楽ニーズまたは嗜
好に最適な組み合わせを生成できるため、この性能により、もっと有意義なリハーサルが
可能となる。この装置の操作は単純明快であることから、音響技師や音響技術者を必要と
せず、楽曲のリハーサルまたは演奏の間に演奏者自身で行うことができる。さらにこの装
置は、デジタル音楽レコーダまたはコンピュータなどのデバイスに接続可能であるため、
リハーサルを録音することができ、録音したチャネルの組み合わせを調整することもでき
る。現在利用可能なデバイスは、各演奏者に対し、自身が聞いている内容を独立して調整
する性能を提供しない。上記装置は軽量で持ち運びも可能であることから、リハーサル・
スタジオ、家、学校、寮の部屋、演奏会場など、さまざまな場所で簡単に使用することが
できる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】グループリハーサルシステムの漫画描写である。
【図２】リハーサルシステムの外部構造の概略図である。
【図２Ａ】リハーサルシステムの外部構造の概略図である。
【図３】リハーサルシステムを表現したブロック図である。
【図４】リハーサルシステムの電子回路の概略図である。
【図５】リハーサルシステムの別の実施形態の概略図である。
【図６】図５に示すリハーサルシステムの電子回路の概略図である。
【図７】リモコンを使用して１つ以上のチャネルが遠隔操作可能であるリハーサルシステ
ムの実施形態の概略図である。
【図８Ａ】ドッキングステーションを備えるリハーサルシステムの実施形態の概略図であ
る。
【図８Ｂ】ドッキングステーションの特徴を表現したブロック図である。
【図９】部屋シミュレーションモジュールを備えるリハーサルシステムを表現したブロッ
ク図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　図１を参照すると、グループリハーサルシステム１０が示されている。リハーサルシス
テム１０により、演奏者１、２、３、４は合同で消音リハーサルを行うことができ、各演
奏者は「ミックス」、つまり自分が聞く楽器の組み合わせを個々に制御することができる
。このようにして、各演奏者は、他の演奏者が聞くミックスに影響を及ぼすことなく、自
身のニーズまたは嗜好に合った独自のミックスを生成することができる。リハーサルシス
テム１０は、電子音楽信号またはチャネルを受信するための複数のチャネル１２、１４、
１６、１８、２０から構成される。図１に示す実施例において、各チャネルは、そのチャ
ネルと関連付けられた各種電子音楽デバイスから入力２２、２４、２６、２８または３０
を受け取る。ここでは、例えば、入力２２、２４、２６、２８、３０は、エレキギター２
２ａ、ベースギター２４ａ、電子ドラムキット２６ａ、電子音楽プレーヤ２８ａおよびマ
イクロフォン３０ａとそれぞれ関連付けられている。キーボードなど、他の電子音楽デバ
イスを使用することができる。あるチャネルは、複数のデバイスから入力を受信してもよ
い。例えばチャネル１２は、エレキギター２２ａおよびマイクロフォン３２ａから入力２
２および３２を受信する。以下に詳述するとおり、各チャネルは、チャネル１２、１４、
１６、１８、２０のすべてによって受信される入力ミックスを生成する。各チャネル内で
は、そのチャネルへの入力のボリュームと他の各チャネルへの入力のボリュームとを独立
して調整し、各チャネルで独自の入力ミックスを生成することができる。ミックスのボリ
ューム全体が制御されてもよい。いくつかの実施形態では、残響およびパンエフェクトな
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ど、各入力の他の特性が調整されてもよい。各チャネルにおける入力ミックスは、そのチ
ャネルと関連付けられた出力デバイスに届けられる出力信号３４、３６、３８または４０
を構成する。例えば、出力デバイスは、ヘッドフォン、コンピュータ、デジタルレコーダ
、イヤーモニタまたはスピーカでもよい。いくつかの実施形態では、リハーサルシステム
１０のチャネルは５つより多くても少なくてもよい。
【００１１】
　図２および図２Ａでは、リハーサルシステム１０内でチャネル１２、１４、１６、１８
、２０が放射状に配置されている。リハーサルシステム１０は、電源９２に接続されてい
る。各チャネルは、入力部５０、チャネル制御部７４、帯域制御部８０、および出力部８
６を含む。リハーサルシステム１０は、グローバルコントロール部１０２も含む。
【００１２】
　図２ａを参照すると、１つのチャネルのレイアウトの分解図が示されている。入力部５
０は、１つ以上のモノラル入力チャネル５２と１つ以上のステレオ入力チャネル５４とを
含んでもよく、もしくはモノラル入力チャネルを１つだけ、またはステレオ入力チャネル
１つだけを含んでもよい。モノラル入力チャネル５２は、第１のモノラル入力５６と第２
のモノラル入力５８とを含む。第１のモノラル入力５６は、マイクロフォン用のＸＬＲ入
力であり、ゲインを設定するためにプリアンプとトリムコントロール６２とを必要とする
。モノラル入力５６および５８と関連付けられたＬＥＤ６０は、入力信号が最小しきい値
を上回ることが検出されると緑色に点灯し、入力信号のゲインレベルがプリアンプクリッ
ピングに接近した場合（入力信号がクリッピングを１０ｄＢ下回る場合など）には黄色に
点灯し、入力信号のゲインレベルがプリアンプクリッピングに達すると赤色に点灯する。
ＬＥＤ６０は、入力信号のゲインレベルに関する情報を伝達するために、ＬＣＤスクリー
ンと交換してもよい。第２のモノラル入力５８は、ＴＲケーブルとＴＲＳケーブルとを受
承するように設計された１／４インチＴＲＳジャックである。第２のモノラル入力５８は
、アコースティックギター、エレキギター・アンプモデラー、キーボード、ベースギター
、ベースギター・アンプモデラー、圧電式ピックアップまたは電子ドラムなどの電子楽器
からの入力を受け取る。第２のモノラル入力５８は、トリムコントロールと、第１のモノ
ラル入力５６に関連付けられたＬＥＤ６０と類似したＬＥＤライト（図示せず）とを有し
てもよい。また、第２のモノラル入力５８は、アコースティックギターまたはベースギタ
ーからの直接入力（すなわちプリアンプを伴わない入力）のインピーダンス整合を改善す
るために、高インピーダンススイッチ（図示せず）を有してもよい。ステレオ入力チャネ
ル５４は２つのステレオ入力６６と６８とを有する。これらは、平衡または不平衡入力を
受け取るＴＲＳジャックである。別の実施形態では、単一のステレオＴＲＳジャックが使
用される。ステレオ入力６６は必要に応じてモノラル入力として作用するように配線され
る。ステレオ入力チャネル５４は、ゲインコントロール７０と、ＬＥＤ６０と同じように
動作するＬＥＤ７２とを有する。チャネルの定格（ＲＭＳ）入力電圧を可変できるように
ステレオ入力チャネル５４に＋４ｄｂｕ～１０ｄｂＶのスイッチ６４を組み込むことがで
きる。また、同様の＋４ｄｂｕ～１０ｄｂＶのスイッチをモノラル入力チャネル５２に組
み込んでもよい。
【００１３】
　チャネル制御部７４は、パンエフェクトを作り出すために出力信号の右チャネルと左チ
ャネルとの間での入力信号の配分を制御するロケーションコントロール７６を含む。チャ
ネル制御部７４は、そのチャネルの入力信号のレベルを調整するためのエフェクトレベル
コントロール７８も含む。例えば、エフェクトレベルコントロール７８は、そのチャネル
に適用される残響効果の度合を調整し得る。このチャネルコントロールは、そのチャネル
の入力信号に影響を及ぼす他のコントロールを有してもよい。そして、イコライゼーショ
ンコントロール７７、効果の種類選択およびレベル制御（図示せず）、７５Ｈｚの「高パ
ス」ＥＱスイッチ（図示せず）、および他のコントロールを有してもよい。
【００１４】
　帯域制御部８０は、そのモノラル入力チャネルのレベルとリハーサルシステム１０の各
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チャネル１２、１４、１６、１８、２０のステレオ入力チャネルとを調整するための５つ
のコントロールを含む。例えば、図２Ａの分解断面部がチャネル１２のレイアウトを示し
ている場合、コントロール８２は、チャネル１４のモノラル入力とステレオ入力とのレベ
ルを調整し、コントロール８４は、チャネル１６のモノラル入力とステレオ入力とのレベ
ルを調整する。一般に、帯域制御部８０におけるコントロールの数は、リハーサルシステ
ム１０のチャネル数に対応する。本明細書に示すとおり、ステレオチャネルとモノラルチ
ャネルとを１つのチャネルに組合せる場合には、コントロール８０が、１つのコントロー
ル、２つのコントロール（１つはステレオ入力用で１つはモノラル入力用）、または２つ
の同心コントロールを有するデバイスを介してモノラル入力とステレオ入力との両方のレ
ベルを調整してもよい。
【００１５】
　出力部８６は、ミックスを出力デバイスに接続するための１／４インチ出力ジャック８
８と、出力のゲインを調整するためのゲインレベルノブ９０とを含む。他の実施形態では
、出力ジャックが、１／８インチＴＲＳ、ＲＣＡ、ＵＳＢ、ミニＤＩＮ構造または他のタ
イプのコネクタであってもよい。
【００１６】
　グローバルコントロール部１０２は、すべてのチャネルに等しく作用するコントロール
を含む。ファントム電源スイッチ１０４は、４８Ｖ直流電力をすべてのモノラル入力に供
給して、ファントム電力を必要とするコンデンサマイクロフォン、直接入力ボックス、お
よびデバイスを作動させる。エフェクトコントロール１０６は、そのチャネルによって使
用される残響などのエフェクトのタイプを決定する。
【００１７】
　図３を参照すると、チャネル１２と１４とについて、リハーサルシステム１０の主な機
能構成要素が示されている。他のチャネル１６、１８、２０は、同様の機能構成要素を有
する。チャネル１２では、オーディオ電気入力信号２００が入力部２０２に入り、チャネ
ル１４では、オーディオ電気入力信号２１０が入力部２０６に入る。これらの入力信号は
、楽器、マイクロフォンまたはデジタル音楽プレーヤを含むさまざまなデバイスによって
提供されてよく、各入力部は、複数のデバイスから入力信号を同時に受け取ってもよい。
入力部２０２と２０６とを使用して、ユーザは、入力信号２００、２１０のレベルを、特
定の入力デバイスに最適なレベルに設定することができる。
【００１８】
　入力信号２００、２１０の各々は、チャネル１２と１４とにおけるチャネル制御部２０
４、２０８にそれぞれ渡される。チャネル制御部２０４、２０８は、パンコントロール、
残響、イコライゼーション、および他の効果を適用することにより、修正された信号２０
５、２０９をそれぞれ生成する。ユーザが修正を希望しない場合には、修正された信号２
０５、２０９が入力信号２００、２１０と同一であってもよい。修正された信号２０５、
２０９は、オーディオバス２１２、２１４にそれぞれ届けられる。同様に、オーディオバ
ス２１６、２１８、２２０は、修正された信号をチャネル１６、１８、２０から受信する
。
【００１９】
　各オーディオバス２１２、２１４、２１６、２１８、２２０によって配送される修正さ
れた信号は、チャネル１２と１４の帯域制御部２２２、２２４にそれぞれ入る。帯域制御
部２２２は、ミックス２２３に含まれる各オーディオバス２１２、２１４、２１６、２１
８、２２０からの信号のレベルを制御することにより、チャネル１２の個々のミックス２
２３を作り出す。例えば、帯域制御部は、オーディオバス２１２からの信号のレベルを１
００％に、オーディオバス２１４からの信号のレベルを７５％に、オーディオバス２１６
、２１８、２２０からの信号のレベルを５０％に設定してよい。同様に、帯域制御部２２
４は、チャネル１４の個々のミックス２２５を作り出す。オーディオバス２１２、２１４
、２１６、２１８、２２０からの信号のレベルは、ミックス２２３とミックス２２５とで
異なってもよい。同様に、チャネル１６、１８、２０も、オーディオバス２１２、２１４
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、２１６、２１８、２２０で個々の信号ミックスを作り出す帯域制御部を有する。
【００２０】
　帯域制御部２２２と２２４とで生成されるミックス２２３と２２５とを表す信号は、出
力部２２６と２２８とにそれぞれ送られる。各出力部は、出力信号のレベルを調整するた
めのコントロールを含む。例えば、ヘッドフォン２３０でチャネル１２を聴いているユー
ザは、ミックス２２３を聞くことができ、出力部２２６のコントロールを使用して、ミッ
クス２２３の全体的なレベルを変えることができる。同様に、ヘッドフォン２３２でチャ
ネル１４を聴いているユーザは、ミックス２２５を聞き、制御することができる。各出力
部は、ヘッドフォン、コンピュータ、デジタルレコーダ、イヤーモニタ、スピーカなどの
出力デバイスと接続するための１／４インチＴＲＳジャック、１／８インチＴＲＳジャッ
ク、ＵＳＢポートなど、さまざまなタイプの外部接続部も含む。
【００２１】
　リハーサルシステム１０のいくつかの実施形態では、グローバルコントロール部１０２
が２つ以上のチャネルに組み込まれている。本実施例では、グローバルコントロール部１
０２がチャネル１２、１４にのみ接続されており、他の実施形態では、グローバルコント
ロール部１０２がチャネル１２、１４、１６、１８、２０の一部または全部に接続されて
もよい。グローバルコントロール部１０２は、残響などのエフェクトを入力信号２００、
２１０に提供し、４８Ｖファントム電源２３８などの非オーディオ機能を提供する。各チ
ャネル１２、１４からの入力信号２００、２１０は、グローバルコントロール部１０２に
送信され、そこで所与のエフェクトがその信号に適用される。次に各信号は、その起点チ
ャネルに対応するチャネル制御部２０４、２０６に送られ（２３６）、そこでその信号の
レベルを上記のとおりに調整することができる。一般に、エフェクトプロセッサは、グロ
ーバルコントロール部１０２を通じて、またはチャネル制御部２０４、２０６を通じての
ように個々のチャネルを通じて、すべてのチャネルを等しく制御し得る。
【００２２】
　図４を参照すると、チャネル１２、１４、２０について、リハーサルシステム１０の回
路の概略図が示されている。チャネル１２、１４（そしてチャネル１６、１８、ただしこ
れらの詳細は明瞭化のため図示せず）は、モノラル入力チャネルを有し、それに対応した
回路構造を有する。チャネル２０はステレオ入力チャネルを有する。チャネル１２では、
入力部２０２が、１／４インチＴＲＳジャック４０３によって接続されたＸＬＲ入力４０
２を含む。入力信号２００は、ゲインコントロール４０６によって制御されるプリアンプ
４０４に渡される。本実施形態では、チャネル制御部２０４のパンコントロール４１０が
、オーディオバス２１２のそれぞれ右側と左側とに送信される信号２０５ａ、２０５ｂの
量を設定する。他のオーディオバス２１４、２１６、２１８、２２０は、チャネル１４、
１６、１８、２０からの信号をそれぞれ配送する。オーディオバスによって配送される信
号は、チャネル１２の帯域制御部２２２に入る。帯域制御部２２２では、ポテンショメー
タやエンコーダなどのコントロール４２２が、ミックス２２３に含まれるオーディオバス
２１２からの信号の量を調整する。同様に、コントロール４２４、４２６、４２８、４３
０は、チャネル１２のミックス２２３に含まれるオーディオバス２１４、２１６、２１８
、２２０からの信号の量をそれぞれ調整する。調整された信号は、単一の出力バス４３２
でミックス２２３に組合わされる。出力バス４３２は、ミックス２２３を出力部２２６に
送信し、そこで、コントロール４３６によって制御されるアンプ４３４が、ヘッドフォン
ジャックなどの出力コネクタ４３８に送信されるミックスのレベルを調整する。チャネル
１４、１６、１８は、チャネル１２の回路構造と同等の回路構造を有する。特に各チャネ
ルは、各チャネルのミックスが他の各チャネルのミックスから独立することができる独自
の出力バスを有する。チャネル２０は、入力信号を受け取るための２つのＴＲＳ入力４７
２と４７４とを含むステレオチャネルを有する。回路要素４７６により、デバイスが入力
４７４に接続されていない場合に入力４７２がモノラル入力として機能することができる
。入力ゲインコントロール４７８が、アンプ４７３と４７５とを制御して、左側の４７７
チャネルと右側の４７９チャネルとの両方で入力信号を同時に増幅する。次にその信号は
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、パンコントロール４８０によって調整され、オーディオバス２２０に到着する。チャネ
ル２０の以降の回路構造は、チャネル１２に関する上記回路構造に等しい。
【００２３】
　リハーサルシステム１０の他の特徴は、以下のとおりである。入力部５０は、独自のチ
ャネル制御部７４と専用のオーディオバスとを有する内蔵ドラムマシン（またはＭＩＤＩ
シーケンサ）を含んでもよい。次に各チャネル１２、１４、１６、１８、２０は、そのド
ラムマシンのオーディオバスを通る信号を制御するためのコントロールを帯域制御部８０
に有してもよい。同様に、帯域制御部が、演奏またはリハーサルの録音を可能にするため
に、その出力部８６で内蔵マルチチャネル・オーディオ・レコーディング・デバイスに接
続されていてもよい。エレキギターおよびベースギター用アンプのモデル作成機能または
電子ドラムあるいはキーボード用のＭＩＤＩサウンドモジュールがチャネル制御部７４に
組み込まれてもよい。ギターチューナが１つ以上のチャネル制御部７４またはグローバル
コントロール部１０２に備えられていてもよい。有線または無線リモコンを使用して、例
えば、リハーサルシステム１０から離れて座っているドラマーが自身のチャネルのコント
ロールにリモートアクセスできるようにすることもできる。例えばソロの音量を変更でき
るように、所与のチャネルの信号の出力を一時的に増やすゲインブーストコントロールお
よびフットスイッチをチャネル制御部７４に備えることもできる。ＡＣ電源を必要とする
デバイスがリハーサルシステム１０を電源として使用できるように、リハーサルシステム
１０は音声回路とは別の配電システムを備えることができる。
【００２４】
　図５を参照すると、リハーサルシステム５００の代替実施形態は、５１２、５１４、５
１６、５１８、５２０、５２２、５２４、５２６という８つのチャネルを有する。グロー
バルエフェクトプロセッサが、すべてのチャネルからの信号に適用されるエフェクトを制
御するエフェクトコントロール５３８と、すべてのチャネルまたはＸＬＲジャックを備え
たチャネルだけにファントム電力を供給する電力コントロール５４０とを有する。ファン
トム電力が供給されると、ＬＥＤ５４２が点灯する。チャネル５１２、５１６、５１８、
５２４はモノラル入力部を有し、チャネル５１４、５２０、５２２、５２６はステレオ入
力部とモノラル入力部とを有する。各チャネルは、入力部、チャネル制御部、帯域制御部
、および出力部を有する。帯域制御部は、各チャネルから受信される信号のレベルを調整
するための８つのコントロール５３０を有しており、独自のミックスを各チャネルで生成
することができる。各チャネルは、パンコントロール５３２およびレベルコントロール５
３４などのエフェクトコントロールを含んでおり、グローバルエフェクトプロセッサから
いったん返されたチャネルの信号のレベルを調整する。
【００２５】
　図６を参照すると、代表チャネル５１２と代表チャネル５１４について、リハーサルシ
ステム５００の回路の概略図が示されている。他のチャネル５１６、５１８、５２４は、
チャネル５１２の回路構造と同等の回路構造を有する。他のチャネル５２０、５２２、５
２６は、チャネル５１４の回路構造と同等の回路構造を有する。リハーサルシステム５０
０の回路を構成する多数の要素が、図４に示されるリハーサルシステム１０の要素に対応
する。チャネル５１２において、入力部６２０は、４８Ｖ直列ファントム電源回路６２２
と、ファントム電源のオンとオフとを切り換えるためのスイッチ６２４と、ＬＥＤ６１０
とを備える。チャネル制御部６２６は、入力信号をエフェクトプロセッサ６０４に送信す
るエフェクトレベルコントロール６０２を含む。この信号はチャネル制御部６２６を出て
、オーディオバス６１２に送信される。リハーサルシステム５００は、８つのオーディオ
バス６１２、６１４、６１６、６１８、６２０、６２２、６２４、６２６を含み、各々が
チャネル５１２、５１４、５１６、５１８、５２０、５２２、５２４、５２６からそれぞ
れ信号を受信する。チャネル５１２の帯域制御部６３６は、出力バス６３０におけるミッ
クス６３８に備わっている各オーディオバスからの信号のレベルを判断する。出力バス６
３０は、ミックス６３８を出力部６４０に送信する。独自の信号ミックスが他の各チャネ
ルから独立してチャネルごとに生成できるように、各チャネルは別々の出力バスを有する



(10) JP 2011-523810 A 2011.8.18

10

20

30

40

50

。チャネル５１４は、入力信号をエフェクトプロセッサ６０８に送信するコントロール６
０６も含む。チャネル５１４は、任意である第２の出力６３４によって描写される。この
場合におけるこの出力は、コンピュータへの直接録音を可能にするＵＳＢオーディオアナ
ログ・デジタル変換デバイスである。
【００２６】
　本明細書に記載されているリハーサルシステムでは、リハーサルシステムの本体の複数
のセグメントとして複数のチャネルが具体化されている。例えば、図２を再度参照すると
、チャネル１２、１４、１６、１８、２０の各々は、リハーサルシステム１０の本体９６
の一セグメントを構成する。
【００２７】
　図７を参照すると、リハーサルシステム７００の一実施形態では、１つ以上のチャネル
７１２、７１４、７１６、７１８、７２０がリモコンを使用して遠隔操作可能である。複
数のリモコンが使用される場合、各リモコンは１つのチャネルと関連付けられている。示
されている実施例では、チャネル７１２、７１８がリモコン７２２、７２８によってそれ
ぞれ制御され、チャネル７１４、７１６、７２０は遠隔操作が可能ではない。他の実施形
態では、チャネルの他の組み合わせがリモコンによって制御される。チャネル７１２は、
リハーサルシステム７００の本体７０４と物理的に別であるリモコン７２２によって制御
され、有線接続７０６を介して本体７０４に接続されている。チャネル７１８は、本体７
０４から取り外し可能であり、かつチャネル７１８が位置する本体７０４の空間７１０に
収納されるリモコン７２８によって制御される。リモコン７２８は、有線接続７０８を介
して本体７０４にも接続されている。別の実施形態では、リモコン７２２、７２８が本体
７０４に無線接続されている。リモコン７２２、７２８は、それぞれチャネル７１２、７
１８の入力部、チャネル制御部、帯域制御部、および出力部のいずれかまたは全部の機能
を管理する。例えば、図７に示す実施形態において、リモコン７２２は、帯域制御ノブ７
８０と、出力ノブ７８６と、チャネル７１２の遠隔操作を可能にするエフェクトリターン
ノブ７８８とを備える。帯域制御ノブ７８０は、リハーサルシステム７００の各チャネル
７１４、７１６、７１８、７２０の入力チャネルのレベルを調整するためのコントロール
を含む。出力ノブ７８６は、ヘッドフォンなどの出力デバイスに送信される出力信号のボ
リュームを制御する。エフェクトリターンノブ７８８は、チャネル７１２に送信される入
力信号のレベルを調整する。いくつかの実施形態では、リモコン７２２、７２８のうちの
少なくとも１つが、グローバルコントロール部７０２の機能も管理する。いくつかの実施
例では、電子音楽デバイスがリハーサルシステム７００に直接接続される。他の実施例で
は、ドラムセットやマイクロフォンなどの電子音楽デバイスは、リハーサルシステム７０
０にではなく、（リモコン７２２または７２８などの）リモコンに接続される。
【００２８】
　図８Ａを参照すると、一実施形態において、リハーサルシステム８００の本体８０４は
、ドッキングステーション８０２にドッキングされる。このドッキングステーションは、
リハーサルシステム８００の基本性能に機能を追加する１つ以上のデバイスを備える。ド
ッキングステーション８０２は、リハーサルシステム８００の各チャネル８１２、８１４
、８１６、８１８、８２０がその出力ミックスをドッキングステーションに直接送信でき
るようにするコネクタ（図示せず）を備える「直接出力」ドックである。図８Ｂを参照す
ると、ドッキングステーション８０２に備わっているハードディスクレコーダ８０４が、
リハーサルシステム８００を通じてオーディオレコーディングを録音または再生すること
を可能にする。ドッキングステーション８０２におけるアンプ８０８のアレイ８０６が、
リハーサルシステム８００を使用してライブ演奏用のスピーカを駆動させることを可能に
する。充電バッテリ式ドッキングステーション８１０により、リハーサルシステム８００
はＡＣコンセントから電力供給を受けなくても機能することができる。ドッキングステー
ション８００に備わっている無線送信器８２２および受信器８２４は、リハーサルシステ
ム８００のチャネル８１２、８１４、８１６、８１８、８２０と関連付けられた送信器お
よび受信器を制御し、楽器、ヘッドフォン、マイクロフォンまたは他の電子音楽デバイス
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びコネクタ８２８により、リハーサルシステム８００はｉＰｏｄ（登録商標）やＭＰ３プ
レーヤなどのパーソナル音楽プレーヤとの仲介を行うことができ、録音、バッキングトラ
ックの再生、およびパーソナル音楽プレーヤのオペレーティングシステムとの他の通信が
可能になる。
【００２９】
　図２Ａを再度参照すると、リハーサルシステム１０の更なる特徴は、録音用途で使用さ
れるチャネルなど、チャネルの出力を演奏者が監査することを可能にするレコーディング
出力リスニングスイッチ９４である。レコーディング出力リスニングスイッチ９４を使用
して、演奏者は、自身のチャネルでミックスを聴くことから、録音用途で使用されるチャ
ネルでミックスを聴くことへと速やかに切り換えることができる。例えば、図２Ａがチャ
ネル１２を示している場合、レコーディング出力リスニングスイッチ９４により、チャネ
ル１２を使用している演奏者は、例えばチャネル１６の出力を聴くことができる。レコー
ディング出力リスニングスイッチ９４は、リハーサルシステム１０のチャネル１２、１４
、１６、１８または２０のうちの少なくとも１つに、またはその付近に位置している。
【００３０】
　図９を参照すると、一実施形態において、リハーサルシステム９００は、「仮想部屋」
をシミュレートする部屋シミュレーションモジュール９０２を備える。すなわちこの部屋
シミュレーションモジュールは、特定位置での音楽演奏と関連付けられた音響効果を生成
する。一実施例では、部屋シミュレーションモジュールにより、演奏者は仮想部屋を小さ
い部屋から大きな部屋に変更することができる。別の実施例では、部屋シミュレーション
モジュールにより、ロンドンのアビー・ロード・スタジオやシカゴのバディ・ガイズ・レ
ジェンズ・クラブのステージといった著名な演奏空間のオーディオ・レスポンス・コピー
を演奏者が選択することができる。部屋シミュレーションモジュール９０２は、デジタル
信号プロセッサ９０４と、ノブやタッチスクリーンＬＣＤなどの制御機構９０６とを介し
て特定の部屋の演奏空間の音響効果を生成する。デジタル信号プロセッサには、部屋また
は演奏空間全体での音の響き方など、さまざまなタイプの部屋と演奏空間とに関する音響
パラメータが予めプログラムされている。特定位置での音楽演奏と関連付けられた出力音
を生成するために、部屋シミュレーションモジュール９０２は、予めプログラムされた音
響パラメータを基に、リハーサルシステム９００の信号に音響効果を適用する。一実施形
態では、リハーサルシステム９００のユーザがコンピュータ９０８を用いて仮想部屋を作
り出し、コネクタ９１０を介してその仮想部屋を部屋シミュレーションモジュール９０２
に送信する。部屋シミュレーションモジュール９０２は、仮想部屋の音響パラメータを判
断し、その仮想部屋での音楽演奏と関連付けられた音響効果を生成する。本実施形態では
、現実の世界では不可能な音響効果を生成することが可能である。
【００３１】
　オーディオフィードバックとデータロギングとを使用した別の実施形態では、リハーサ
ルシステムがリハーサルシステムを使用してユーザフィードバックを演奏者に提供するこ
とにより、例えば演奏者が自分たちの演奏を改善するのに役立てたりする。アルゴリズム
が、演奏者の連携度やドラマーの１分当たりのビート数の一定度を追跡し、記録し、演奏
者に報告する。一実施例では、選択した整合性しきい値を満たす演奏に対して、「良好」
を意味するトーンや観衆からの拍手の音という形でオーディオフィードバックが提供され
る。
【００３２】
　なお、前述の説明は例示を意図するものであって、本発明の範囲を制限することを意図
するものではなく、本発明の範囲は添付の特許請求の範囲によって定義されることを理解
すべきである。他の実施形態は以下の特許請求の範囲内のものである。
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